
★チップ型３軸加速度センサーＫＸＳＣ７－２０５０を基板に半田付けし、使いやすく  

  モジュール化しました。

★基板上にローパスフィルタ用コンデンサを装備し出力周波数帯域を５０Ｈｚにしています。

■　測定レンジ　　   　±２ｇ

■　感度　　　　　   　６６０ｍＶ／ｇ　    （電源３．３Ⅴ時）

■　０(ゼロ）ｇ出力     １．６５Ｖ　　　    （電源３．３Ⅴ時）

■　電源電圧　　　      １．８Ⅴ～３．６Ｖ （標準３．３Ｖ）

■回路図■

■各ピンの説明■

番号 名称 接続・機能等

１ Vdd 電源入力　　１．８Ｖ～３．６Ｖ

2 Mode モード切替　モード選択表をご参照下さい      通常はＶ dd に接続

３ ST/MOT ＳＴ　セルフテスト　（出力がシフトする）   通常は GND に接続

MOT モーションインターラプト　　

４ Enable イネーブル　Ｖｄｄに接続　　通常動作　　　通常はＶ dd に接続

　　　　　　ＧＮＤに接続　　スタンバイ（パワーダウンモ-ド）

５ Out X Ｘ軸出力

６ Out Y Ｙ軸出力

7 Out Z Ｚ軸出力

8 GND ＧＮＤ
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１、出力の周波数帯域

　　このモジュールは、 基板上にローパスフィルタ用コンデンサ(C2,3,4)を装備し、出力

      周波数帯域を５０Ｈｚにしています

　　

２、電源電圧、出力振幅（感度）、オフセット電圧（０ｇ時の出力電圧）

　　 ＫＸＳＣ７－２０５０の 出力振幅（感度）、オフセット電圧は電源電圧によります。

　◎　１ｇあたりの出力振幅（感度）＝　電源電圧（Ｖｄｄ）÷５　　　　 （Ｖ／ｇ）　　 

　◎　オフセット電圧（０ｇ時の出力電圧）＝　 電源電圧（Ｖｄｄ）÷２　（Ｖ）

    電源電圧    1g あたりの出力振幅（感度）    オフセット電圧（０ｇ時の出力電圧）

     ３．３０Ｖ        　６６０ｍＶ　　　　　　　　　　　１．６５０Ｖ

     ３．００Ｖ        　６００ｍＶ　　　　　　　　　　　１．５００Ｖ

     １．８０Ｖ        　３６０ｍＶ　　　　　　　　　　　０．９００Ｖ

３、Ｘ、Ｙ、Ｚの電圧出力の出力抵抗（インピータンス）は、３２Ｋ Ω と高いです。

　　入力インピータンスの低いＡ／Ｄ入力などに接続する場合は、注意してください。

使用上の注意　

１、ＫＸＳＣ７－２０５０には、Ｘ軸、Ｙ軸、Ｚ軸それぞれに±１６５ｍＶの０ｇオフセ

　　ット誤差があります。また、±２０ｍＶの感度誤差があります。（２５℃、３，３Ｖ）

２、衝撃や、２ｇを超える加速度をあたえると、出力が異常な値を出力したまま固定したり、

　　オフセットや感度がずれて、戻らなくなる場合がございますので、注意してください。 

 

■モード選択表■　通常はノーマルモードで使用します。

ノーマルモード セルフテスト

　　　モード

モーション

インターラプト

スタンバイモード

Enable(４) Ｖｄｄに接続 Ｖｄｄに接続 Ｖｄｄに接続 ＧＮＤに接続

Mode（２） Ｖｄｄに接続 Ｖｄｄに接続 ＧＮＤに接続

ST/MOT(3) ＧＮＤに接続 Ｖｄｄに接続 モーション

インターラプト

出力ピンになる

１、ノーマルモード　

　　Ｘ、Ｙ、Ｚの出力から、加速度が電圧で出力されます。通常はこのモードで使用します。

２、セルフテストモード

　　Ｘ、Ｙ、Ｚの出力電圧が変化しますので、動作の確認が出来ます。　

３、モーションインターラプトモード

　　１．５Ｇ以下の加速度の場合、ST/MOT(3)ピンはＬＯＷ状態になっています。

　　１．５Ｇを超える加速度が加わると、ST/MOT(3)ピンが HIGH になります。

　　再度 ST/MOT(3)ピンをＬＯＷにするには、Mode（２）ピンを一度 HIGH にして、

　　ＬＯＷにします。　

４、スタンバイモード

　　出力ＯＦＦ・消費電流５ μ Ａのスタンバイモードになります。　　　-2-

３軸加速度センサー　ＸＹＺ　アナログ電圧出力

ＫＸＳＣ７－２０５０モジュール



■ブロック図■                                      ■アプリケーション回路例■

　Ａ、実際の波形はローパスフィルタにより、三角波になります。

　Ｂ、MOT Output をＬＯＷにするには、Mode Input を一度 HIGH にして、ＬＯＷに

         します。

         電源投入時に、MOT Output が HIGH の場合も、Mode Input を一度 HIGH にして

　　　ＬＯＷにする必要があります。


